
妻つ
ま

木ぎ

家い
え

頼よ
り

（
初
名
は
頼よ

り

忠た
だ

）
は
、
妻

木
貞さ

だ

徳の
り

の
長
男
と
し
て
永
禄
８
年
（
１

５
６
５
）
に
生
ま
れ
、
天
正
10
年
（
１

５
８
２
）
の
本
能
寺
の
変
後
は
、
父
と

と
も
に
森も
り

長な
が

可よ
し

に
仕
え
ま
し
た
。
天
正

12
年
（
１
５
８
４
）、
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
で
は
長
可
が
羽
柴
秀
吉
に
味
方

し
た
た
め
、
徳
川
・
織
田
連
合
軍
を
相

手
に
何
度
も
戦
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も

森
家
の
重
臣
と
し
て
、
秀
吉
に
よ
る
九

州
平
定
戦
、
小
田
原
征
伐
、
文
禄
・
慶

長
の
役
等
へ
参
陣
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
記
録
が
な
く
詳
細
な
動
向
は

不
明
瞭
で
す
。
慶
長
３
年
（
１
５
９

８
）
に
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、
主
で
あ

る
森
忠た
だ

政ま
さ

は
徳
川
家
康
派
と
な
り
、
慶

長
５
年
（
１
６
０
０
）
２
月
に
は
信
濃

国
川
中
島
へ
と
加
増
転
封
が
決
ま
り
ま

す
。
こ
の
時
、
家
頼
は
森
家
か
ら
引
き

抜
か
れ
て
独
立
す
る
こ
と
と
な
り
、
先

祖
代
々
の
本
領
で
あ
る
妻
木
郷
に
留
め

置
か
れ
ま
し
た
。
美
濃
・
尾
張
・
三
河
・

信
濃
を
結
ぶ
街
道
が
交
わ
る
要
衝
土
岐

郡
の
警
衛
を
期
待
さ
れ
た
人
事
で
し
た
。

【
関
ケ
原
の
戦
い
と
妻
木
家
頼
】

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
６
月
、
家

頼
は
病
気
の
た
め
会
津
征
伐
へ
の
参
陣

を
見
合
わ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
７
月
11

日
に
石
田
三
成
ら
が
挙
兵
、
美
濃
国
内

の
諸
将
が
続
々
と
西
軍
に
つ
く
中
、
家

頼
は
家
康
へ
味
方
す
る
こ
と
を
選
び
ま

す
。
交
通
の
要
衝
で
あ
る
東
美
濃
の
東

軍
は
家
頼
の
み
、
家
康
の
信
頼
と
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
家
頼
は
岩
村
城
の
田た

丸ま
る

勢
を
相
手
に
孤
軍
奮
闘
を
続
け
ま
し

た
。
８
月
末
に
な
っ
て
よ
う
や
く
援
軍

の
遠
山
・
小お

里り

勢
が
到
着
、
家
頼
ら
は

攻
勢
に
転
じ
て
高
山
城
、
明
知
城
、
小

里
城
を
落
と
し
、
戦
い
の
舞
台
は
土
岐

城
と
岩
村
城
へ
移
り
ま
し
た
。
東
美
濃

の
戦
い
は
９
月
15
日
の
関
ケ
原
の
戦
い

後
も
続
き
、
９
月
末
頃
に
岩
村
・
土
岐

両
城
の
降
伏
開
城
で
決
着
し
ま
し
た
。

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
家
康
か
ら

家
頼
へ
送
ら
れ
た
５
通
の
書
状
が
今
日

ま
で
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
書
状
か
ら
は

当
時
の
緊
迫
し
た
情
勢
、
そ
し
て
家
康

か
ら
の
信
頼
と
期
待
が
読
み
取
れ
ま
す
。

ど
う
す
る
家
頼 

〜
妻
木
父
子
の
決
断
②
〜

第
35
回

ミニ企画展ミニ企画展　『どうする家頼 ～妻木父子の決断②～』

妻木家頼へ宛てた徳川家康の書状（上記写真）も公開しています。
こちらも12月10日（日）まで。

妻木家頼へ宛てた徳川家康の書状
（日東家文書、土岐市指定文化財）

妻木家頼肖像画
（崇禅寺蔵、土岐市指定文化財）
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連続コラム　うちんたぁのお宝、なんやね？

美濃陶磁歴史館だより

イ
ベ
ン
ト
の

ご
案
内

美濃陶磁歴史館
☎55-1245




